
 

令和５年度通学路安全対策推進モデル地域研究事業の取組 

 

上島町教育委員会 

 

１ 取組の目的 

 ⑴ 子どもの視点に立った校区内の通学路危険箇所の調査を実施するとともに、コミ

ュニティ･スクールによる地域連携を生かした災害安全をはじめとする総合的な安

全対策を検討し、改善策を講じる。 

 ⑵ 学校及び上島町教育委員会等の関係機関が緊密に連携・協働する体制を整備し、

通学路における児童生徒の安全確保に向けた実効的な取組を進める。 

 

２ 町教育委員会の取組の内容 

 ⑴ 通学路安全実務者会議【４月 17日、12月４日】 

  

 各小・中学校及び弓削高校の学校安全に係る中核教員、弓削商船高等専門学校教

授、町内関係機関の実務者が集まり、通学路安全や災害安全に関する総合的な安全

対策について、協議を行った。 

 

⑵ 通学路安全実践委員会【７月 10日、10月 13日、12月 15日】 

  

通学路安全実践委員会を３回開催し、学校関係者、道路管理者、警察等の代表者

が集まり、町内の通学路における危険箇所に関する情報共有を行った。また、通学

路安全対策アドバイザーとして愛媛大学から松村暢彦教授を招へいし、交通安全教

育を学校で行う意義について、講義や指導助言をいただいた。 



⑶ コミュニティ・スクール研修会【８月２日】 

コミュニティ・スクール研修会において、町内全ての小・中学校の学校運営協議

会を通じて、通学路の安全対策に向けて地域連携を進めることを確認した。２学期

以降、それぞれの地区での学校運営協議会で通学路の危険箇所を情報共有し、子ど

もたちの安全確保に向けた話合いの場を持った。 

 

⑷ 通学路安全点検【７月 10日、７月 24日、９月 20日】 

  

学校、スクールガードリーダー、道路管理者、警察が立ち合って通学路安全点検

を行った。今年度は、事前に通学路安全対策アドバイザーから指導助言を受けて現

地を視察し、対策を協議した。 

 

⑸ 通学路の危険箇所安全対策（一部） 

① 崖崩れの恐れがある箇所において、法面工事を行った。 

 

 

 

 

 

 

 



② 消えかかっていた横断歩道を引き直した。 

 
 

③ 見通しの悪い交差点のカーブミラーを二面鏡にした。 

    

 

④ 劣化したコンクリート階段を補強した。 

    

 

３ 拠点校（生名小学校）の取組の内容 

 ⑴ 通学路安全点検の実施（５・６年生）【10月 13日】 

  

児童が自分たちの通学路を歩いて、子どもの視点に立った通学路安全点検を行っ

た。通学路安全対策アドバイザー及びスクールガードリーダーから適宜アドバイス

をいただきながら、通学路に潜む危険性について調べた。 

 



⑵ 通学路安全マップの作成（５・６年生）【10月 31日】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学路安全点検を基に、児童による通学路安全マップの作成を行った。自分たち 

が撮影した通学路の危険箇所をタブレットでマッピングしたり、付箋を使ってまと

めたりして、通学路の危険箇所とその安全対策について話し合った。 

 

⑶ 拠点校の取組に関する情報共有 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

拠点校の取組を上島町の公式ウェブサイト「かみじま事典」に掲載し、町内の小・

中学校や地域との情報共有を行った。 

 

４ 協力校の取組の内容 

⑴ 見守り活動等の充実（魚島小・中学校） 

 

 

 

 

    

 



令和５年度より離島留学制度によって町外からの児童生徒を受け入れている魚

島小・中学校において、子どもたちの安全を守り、遠隔地にいる保護者も安心でき

るよう、見守り活動や安全確保に関する取組の強化を図った。 

 

⑵ 小・中・高校が連携した実践（弓削小学校、弓削中学校、弓削高校） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害安全を含めた総合的な安全対策に向けて、町内の小・中・高校が一緒に避難

訓練や消火訓練を行った。 

 

５ 取組の成果 

⑴ 学校と教育委員会及び関係機関が緊密に連携・協働する体制を整備し、横断歩道

やカーブミラーを整備することで、通学路における児童生徒の安全確保に向けた具

体的な取組を進めることができた。 

 ⑵ 子どもの視点に立った通学路危険箇所の調査を行うことで、児童自身が通学路に

潜む危険への気付きや危険予測能力を高め、情報を見える化して町内に共有するこ

とができた。 

⑶ コミュニティ･スクールによる地域連携によって、子どもたちの安心安全を守る

総合的な安全対策を話し合い、学校、保護者、地域の連携を強化することができた。 

 

６ 今後の課題 

 ⑴ 関係機関と連携しながら、安全対策が未実施である町内の通学路危険個所につい

て、引き続き対策を講じる必要がある。 

 ⑵ 上島町通学路安全プログラムの活用について、工夫、改善するとともに、地域か

らのきたんのない声を受け入れることのできる持続可能な連携・協力体制を構築す

る必要がある。 

 


